
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  

新
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 

都
連
会
長 

眞
壁 

博
美 

 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

昨
年
は
、
２
月
に
滝
山
病
院
で
の
患
者

に
対
す
る
拘
束
や
暴
行
の
実
態
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
報
道
で
明
ら
か
に
な
り
、
全
国
の
精
神

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
や
関
係
者
か
ら
大

き
な
抗
議
と
憤
り
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

東
京
つ
く
し
会
は
、「
抗
議
声
明
」
を
出

し
、
東
京
都
へ
の
「
緊
急
要
望
」
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
地
方
精
神

保
健
福
祉
審
議
会
で
も
滝
山
病
院
事
件
の

問
題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
６
月
２０
日
東
京
都
議
会
議
長

あ
て
に
「
医
療
機
関
に
お
け
る
精
神
障
害

者
へ
の
虐
待
を
な
く
し
適
正
な
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
陳
情
」
を
提
出

し
、
９
月
都
議
会
で
審
議
さ
れ
る
よ
う
に

準
備
し
ま
し
た
。
９
月
１３
日
の
都
議
会
厚

生
委
員
会
で
は
、
各
会
派
の
代
表
が
質
問

に
立
ち
、
滝
山
病
院
事
件
の
よ
う
な
こ
と

を
２
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、

全
員
一
致
で
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

１０
月
９
日
の
都
議
会
本
会
議
で
も
全
会 

一
致
で
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

陳
情
と
並
行
し
て
、「
滝
山
病
院
の
虐
待

防
止
委
員
会
」
の
委
員
と
し
て
、
東
京
つ

く
し
会
か
ら
副
会
長
の
植
松
を
出
し
、
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

滝
山
病
院
事
件
は
一
精
神
科
病
院
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
繰
り
返
さ
れ
る
精

神
科
病
院
の
虐
待
・
人
権
侵
害
に
終
止
符

を
打
つ
た
め
に
、
精
神
科
医
療
が
持
つ
構

造
的
な
問
題
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

請
願
が
趣
旨
採
択
さ
れ
て
一
安
心
で
は

な
く
、
東
京
都
が
請
願
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
精
神
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

改
革
を
行
い
、
予
算
化
し
て
い
く
の
か
を

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

先
日
、
娘
夫
婦
が
我
が
家
に
来
て
、
夕

食
を
食
べ
な
が
ら
の
会
話
で
す
。
娘
が
、

「
近
く
に
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
指
圧
を

し
て
く
れ
る
所
が
で
き
た
か
ら
、
予
約
し

よ
う
と
電
話
し
た
ら
、
持
病
を
訊
か
れ
た

か
ら
、『
統
合
失
調
症
が
あ
り
ま
す
』
っ
て

言
っ
た
ら
、
断
わ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
精
神
障
が
い
者
は
差
別
さ
れ
る
ん

だ
ね
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
に

も
ど
れ
だ
け
心
を
傷
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ

と
か
と
思
う
と
、
本
当
に
悲
し
く
、
腹
立

た
し
く
な
り
ま
し
た
。
娘
の
パ
ー
ト
ナ
ー

も
同
じ
病
気
で
す
が
、「
そ
れ
ま
で
の
場
所

だ
と
思
え
ば
い
い
よ
」
と
慰
め
て
く
れ
ま

し
た
。
命
に
係
わ
る
医
療
を
断
わ
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
他
の
人
よ
り

余
計
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
当
事
者
が
少

し
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い
と
ア
ロ
マ
テ

ラ
ピ
ー
を
求
め
た
の
に
、
精
神
疾
患
を
理

由
に
断
る
と
い
う
無
知
・
無
理
解
に
愕
然

と
し
ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
、
高
校
の
教
科
書
に
精
神

疾
患
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
、
各
高
校
で
の

取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
小
学
校
高
学
年
ぐ
ら
い
か
ら
、
精
神

疾
患
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
の
中
で
、

系
統
的
に
教
育
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ど
ん
な
に
重
い
精
神
疾
患
を
持

っ
て
い
る
人
も
、
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

当
た
り
前
の
社
会
に
な
る
よ
う
に
、
地
域

の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。 

 

障
害
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
は
一
朝
一

夕
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
諦
め
ず
、
希
望

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
為
に
は
、
健
康
に
気
を
付
け
て
、
自

分
の
趣
味
も
楽
し
み
な
が
ら
前
に
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
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「
令
和
５
年
度 

東
京
都
成
年
後
見
地
域
連
携 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
参
加
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

令
和
５
年
１１
月
２０
日
（
月
）
午
後
１
時
～
午
後

２
時
３０
分
ま
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
東
京
都
で
、
東
京
都
福
祉
局
生
活
福
祉
部
長

の
中
川
様
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
「
東
京
都
に
お
け
る

福
祉
施
策
の
推
進
で
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
は
東
京
家
庭
裁
判
所
（
裁
判
官
・
主
任
書

記
官
）
・
東
京
家
庭
裁
判
所
立
川
支
部
（
主
任
書
記

官
）
、
東
京
弁
護
士
会
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
に

関
す
る
特
別
委
員
会
（
副
委
員
長
）
、
第
一
東
京
弁

護
士
会
成
年
後
見
に
関
す
る
委
員
会
、
第
二
弁
護
士

会
（
弁
護
士
）
・
公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ

ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
東
京
支
部
（
支
部
長
・
副

支
部
長
・
利
用
促
進
対
応
委
員
）
、
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
ぱ
あ
と
な
あ
東
京
（
副
セ
ン
タ
ー
長
・
相
談
担

当
代
表
・
会
計
担
当
）
、
東
京
税
理
士
会
（
公
益
活

動
対
策
部
長
・
副
部
長
）
、
一
般
社
団
法
人
東
京
精

神
保
健
福
祉
士
協
会
（
会
長
）
、
公
益
社
団
法
人
家

庭
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー
（
後
見
部
長
）
、
東
京
公
証

人
会
（
総
務
委
員
長
）
、
一
般
財
団
法
人
民
亊
法
務

協
会
（
後
見
業
務
課
長
）
、
公
益
社
団
法
人
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒ
ル
フ
ェ
（
理
事
長
）
、
一
般
社

団
法
人
社
労
士
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
東
京
（
理
事
）
、

法
テ
ラ
ス
東
京
・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
東
京
地

方
事
務
所
（
第
一
事
業
課
長
）
、
公
益
社
団
法
人
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
東
京
都
支
部
（
代
表
）
、
東

京
都
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
福
祉
法
人
東
京
都
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
（
理
事
長
）
、
東
京
都
精
神
保
健
福

祉
家
族
会
連
合
会
（
理
事
）
、
区
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
皆
々
様
で
総
勢
４６
名
の
ご
参
加
で
し
た
。 

先
ず
、
東
京
都
か
ら
の
説
明
事
項
で
令
和
６
年
度

東
京
都
予
算
要
求
概
要
及
び
厚
生
労
働
省
概
算
要

求
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
要
求
額
は
２
兆
９
，
７

７
９
億
円
で
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地

域
づ
く
り
、
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
実
施
、
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
対
策
等
の
推
進
、
災
害
時
に
お

け
る
福
祉
支
援
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
成
年

後
見
制
度
の
利
用
促
進
・
権
利
擁
護
支
援
の
推
進
に

お
い
て
は
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
推
進
、
新
た
な
権
利
擁
護
支
援
施
策

構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実
施
、
成
年
後
見
制
度

の
担
い
手
の
確
保
や
制
度
の
利
用
に
係
る
費
用
の

助
成
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、

区
市
町
村
の
体
制
整
備
等
を
支
援
す
る
た
め
、
司
法

専
門
職
や
家
庭
裁
判
所
等
の
定
例
的
な
会
議
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
市
民
後
見
人
や
福
祉
・
司
法
の

関
係
者
を
対
象
に
し
た
意
思
決
定
支
援
研
修
を
実

施
し
、
中
核
機
関
の
整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
権
利

擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
強
化

を
図
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
東
京
家
庭
裁
判
所
か
ら
、
第
二
期
基
本
計
画

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
の
相
互
の

連
携
を
図
り
深
め
、
本
人
の
現
状
や
意
向
に
即
し
た

支
援
を
実
施
す
る
事
と
、
社
協
へ
依
頼
し
て
い
る
市

民
後
見
人
の
活
躍
に
協
力
し
、
拡
大
を
広
め
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

関
係
機
関
の
紹
介
が
あ
り
、
東
京
弁
護
士
会
で
は

弁
護
士
成
年
後
見
人
等
の
活
動
に
関
す
る
相
談
窓

口
が
あ
り
、
弁
護
士
会
推
進
し
た
後
見
人
等
の
職
務

に
関
す
る
相
談
で
、
被
後
見
人
等
の
ご
本
人
や
ご
家

族
・
ご
友
人
か
ら
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
な
い
と

あ
り
ま
し
た
。
一
般
社
団
法
人
社
労
士
成
年
後
見
人

セ
ン
タ
ー
東
京
「
ら
い
さ
」
で
は
①
家
裁
等
へ
後
見

人
等
の
選
任
、
推
薦
及
び
後
見
人
等
が
行
う
業
務
の

指
導
・
監
督
・
援
助
②
後
見
人
等
の
養
成
・
能
力
担

保
を
実
施
す
る
事
業
③
成
年
後
見
人
制
度
の
普
及

に
関
す
る
事
業
④
支
援
関
係
の
構
築
、
連
携
に
関
す

る
事
業
と
あ
り
ま
し
た
。
東
京
公
証
人
会
で
は
東
京

都
・
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
・
弁
護
士
会
等
の
関

係
機
関
に
よ
る
「
任
意
後
見
制
度
普
及
連
絡
会
」
を

立
ち
上
げ
、
任
意
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
の
た
め
の

分
析
・
検
討
を
進
め
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
で
、
認
知
症
の
人
と

家
族
会
東
京
都
支
部
大
野
さ
ん
・
東
京
都
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
立
原
さ
ん
・
東
京
都
精
神
保
健
福
祉
家
族

会
連
合
会
安
藤
が
会
の
紹
介
と
後
見
制
度
へ
の
思

い
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

２ 



訪
問
し
ま
し
た
家
族
会
「
日
野
い
ず
み
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 
日
野
い
ず
み
会
へ
の
訪
問
は
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
ひ
そ
か
に
「
ネ
コ
バ

ス
」
と
名
付
け
て
い
る
「
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
」
に
乗

っ
て
の
「
チ
ョ
イ
旅
」
が
で
き
る
か
ら
、
な
の
で
す
。 

 

そ
の
日
が
き
た
の
は
11
月
１８
日
の
土
曜
日
の
こ
と
、 

場
所
は
「
日
野
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」 

も
よ
り
駅
は
「
甲
州
街
道
」
。
施
設
も
団
体
が
使
い

や
す
そ
う
で
す
。 

 

今
日
の
ス
タ
ー
ト
は
東
京
つ
く
し
会
の
最
近
の

動
き
か
ら
。
滝
山
病
院
を
め
ぐ
る
陳
情
書
が
都
議
会

で
趣
旨
採
択
さ
れ
た
こ
と
や
、
植
松
副
会
長
が
虐
待

防
止
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、
国

会
議
員
の
先
生
方
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
活
動
を
開
始
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
退

院
・
転
院
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
は
い
な
い
実
情
の

こ
と
、
陳
情
書
の
実
現
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
目
が

離
せ
な
い
こ
と
、
病
院
家
族
会
の
集
ま
り
の
こ
と
、

１１
月
の
講
演
会
の
こ
と
な
ど
な
ど
。 

い
ず
み
会
の
皆
様
か
ら
は
現
在
の
抱
え
て
い
る

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
場
で
出
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
き
ょ
う
だ
い

会
」
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
、
と
い
う
方
が
い
ら
し

て
問
題
の
と
ら
え
方
や
対
応
が
や
は
り
違
う
、
と
感

じ
ま
し
た
。
私
達
親
と
は
違
う
立
場
で
す
か
ら
、
き

ょ
う
だ
い
は
割
と
ク
ー
ル
で
当
事
者
と
親
と
の
対

応
な
ど
も
よ
く
み
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
。

そ
の
方
も
ま
さ
し
く
そ
う
で
し
た
。 

 

こ
の
頃
思
う
こ
と
で
す
が
、
親
が
実
際
に
考
え
を

「
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
」
ま
で
の
時
間
に
つ

い
て
、
で
す
。
頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
実
際

に
は
、
と
い
う
家
族
の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。 

私
達
親
た
ち
に
勇
気
や
力
を
与
え
て
く
れ
る
魔

法
が
ほ
し
い
、
し
み
じ
み
思
う
秋
で
し
た
。 

 渋
谷
太
陽
の
会
訪
問 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

日
時 

12
月
８
日 

13
時
～
15
時
30
分 

場
所 

渋
谷
区
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ 

参
加
者 

14
名 

ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
渋
谷
駅
か
ら
公
園
通
り
を
登
っ
て

行
っ
て
、
渋
谷
区
役
所
の
裏
側
に
あ
る
新
し
い
建
物

で
大
変
き
れ
い
な
建
物
で
す
。 

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
妙
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
一
体
こ
れ

は
ど
う
い
っ
た
意
味
だ
ろ
う
と
調
べ
て
み
る
と
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
、
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
」
と
い
う

意
味
と
の
事
で
す
。 

こ
の
建
物
は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保

健
相
談
所
な
ど
が
入
っ
て
い
る
施
設
で
す
。 

話
は
、
ま
ず
私
の
子
ど
も
の
、
い
じ
め
に
よ
る
不

登
校
、
精
神
障
害
の
発
症
、
そ
れ
へ
の
父
親
と
し
て

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
は
自
閉
・
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
学
習
障
碍

が
あ
り
、
教
師
も
指
導
に
困
り
、
周
り
か
ら
は
い
じ

め
に
あ
っ
た
り
し
て
小
学
校
４
年
か
ら
不
登
校
、
中

学
は1

日
も
行
か
ず
、
入
っ
た
高
校
は
６
月
で
中
退
、

旧
大
検
を
通
し
て
入
っ
た
大
学
も
、
レ
ポ
ー
ト
を
提

出
せ
ず
単
位
不
認
定
で
、
結
局
中
退
。
現
在
は
自
宅

で
妻
と
三
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

子
ど
も
は
、
美
術
館
や
博
物
館
へ
行
く
の
が
好
き

で
、
私
も
好
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
障
害
者
手
帳
を

有
効
に
使
っ
て
、
互
い
に
今
を
楽
し
く
生
き
て
い
ま

す
。 こ

の
話
の
後
で
、
私
の
平
均
余
命
ま
で
の
残
り
の

10
年
間
に
つ
い
て
私
と
妻
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
と
し
て
、
①
お
金
の
事 

②
住
宅
の
事 

③

日
常
生
活
を
ど
う
過
ご
す
か
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。 ①

お
金
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遺
言
や
信
託
を
利

用
し
て
の
残
し
方
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
成
年
後
見

制
度
や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
活
用
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。
②
住
宅
に
つ
い
て
は
、
我
が
家
は

戸
建
て
で
す
が
、
そ
れ
を
維
持
す
る
の
は
難
し
い
の

で
ど
う
す
る
か
？
様
々
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
形

態
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
③
日
常
生
活

の
す
ご
し
方
で
す
が
、
公
的
・
私
的
の
様
々
な
社
会

資
源
の
活
用
に
よ
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
お

く
と
い
う
よ
う
な
事
を
話
し
ま
し
た
。

３ 



                      

☆  

寄 

付 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

匿
名
希
望 

 
 
 

 

５
０
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

☆  

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
精
神
障
が
い
者
と
保
険
の
話
」 

日
時 

２
月
25
日(

日)

午
後
１
時
半
～
４
時 

講
師 

 
(

株)

Ｊ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

本
橋 

徹
大
氏 

会
場 

く
に
た
ち
福
祉
会
館
３
階
会
議
室 

主
催 

シ
ュ
ロ
の
会 

☎080
-
1
2
1
1
-
6
89
8

植
松 

定
員 

40
名 

予
約
不
要 

 

○
「
双
極
性
障
害 

早
い
発
見
を
」 

日
時 

２
月
18
日
（
土
） 

講
師 

精
神
科
医
・
大
泉
病
院
社
会
医
療
部
長 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
  

山
澤 

涼
子
先
生 

会
場 
新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー 

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

☎0
8
0
-
8
0
8
2
-0
3
0
8 

        

狛
江
に
は
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
「
ま
え
ち

ゃ
ん
の
ぴ
あ
」
当
事
者
の
会
が
あ
り
ま
す
。
狛
江

（
こ
ま
え
）
の
「
ま
え
」・
前
向
き
に
の
「
ま
え
」
・

ピ
ア
は
仲
間
と
言
う
意
味
で
、
２
０
１
５
年
２
月

か
ら
、
狛
江
さ
つ
き
会
（
家
族
会
）
の
支
援
を
受

け
毎
月
第
二
日
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

活
動
の
き
っ
か
け
は
「
一
人
暮
ら
し
の
方
が
困

っ
た
時
、
助
け
合
え
た
ら
い
い
ね
」「
気
持
ち
が
分

か
り
合
え
る
仲
間
が
欲
し
い
」
等
々
の
言
葉
か
け

で
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
十
数
人
の
仲
間
が
い

ま
す
。 

最
近
の
活
動
で
は
、
希
望
者
の
み
で
絵
の
先
生

に
習
い
「
絵
画
展
」
を
開
催
し
た
り
、
情
報
共
有
・

忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

１
月
２８
日
（
日
）
に
家
族
会
と
の
交
流
会
を
開

催
す
る
予
定
で
「
ま
え
ち
ゃ
ん
の
ぴ
あ
」
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
様
々
な
思
い
を
語
り
、
昼
食
を
頂
き

な
が
ら
楽
し
く
交
流
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
は
「
辰
年
」
。
辰
は
竜
（
龍
）
と
も
言
い
、

水
神
様
と
し
て
も
拝
み
、
お
寺
で
は
天
井
等
の
鳴

き
龍
や
登
り
龍
で
柱
等
に
見
か
け
ま
す
。「
辰
年
」

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
変
革
（
転
機
）
」
や
「
激
動
」

が
示
す
よ
う
に
、
戦
い
の
無
い
平
和
の
時
代
と

人
々
が
幸
せ
に
な
る
様
動
く
年
に
願
い
ま
す
。 

昨
年
は
滝
山
病
院
の
事
件
で
、
心
が
痛
む
一
年

で
し
た
。
今
年
は
、
是
非
と
も
明
る
い
話
題
を
望

み
ま
す
。 

 
 
 

 

都
連
理
事 

安
藤
万
寿
代 

 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために役立つ場にしたいと 

思っています。載せたい情報を毎月 20 日までに、つくし会事務所にメ－ル（tsukushikai＠chorus.ocn.ne.jp）または 

FAX（042-453-7534）までお寄せください。 

【情報提供】高槻市精神障害者家族連絡協議会「一人暮らしのガイドブック」 

以前この欄で高槻市精神障害者家族連絡協議会が作った「一人暮らしのガイドブック」があるという事を紹介しまし

た。この冊子の前書きの文章では、「ある自助交流会で、お母さんが「私がいなくなったら、この子はどうやって生き

ていくのだろうか、洗濯はおろか料理もしたことがない、心配で夜も眠れません。」と泣かれました。子どもさんは長

い間家に引きこもっておられました。その時せめて衣食住などの心配だけでも減らすことはできないか」と考えてこ

の冊子が作られたと書かれています。暮らし、健康、お金、生活保護、住居、もしもの時のために、困った時の相談

場所、行政機関などの相談場所、民間の相談先リスト、訪問看護ステーション、福祉制度のあらまし、つらい時の

SOS 等。「困ったら、この冊子を参考にしてどんなことでも相談してみましょう。」と最後に書かれています。 

家 族 会 交 流 コーナー 

   

    

   

東京つくし会事務局 

開設時間変更のお知らせ 

東京つくし会事務局は、１月より 

開設日が変更になりました。 

事務員の外出や休みなどで  

不在のこともあり、ご迷惑をおか

けすると思いますが、どうぞよろ

しくお願い致します。 

 

開設日  ： 月・火・金 

     （水・木・土日祝は休み） 

開設時間は変更ありません。 

（１０：００～１５：００） 
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